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　８月３１日（日）、小川文化センターアピオスにて「NHKのど自慢」
が生放送されました。
　「NHKのど自慢」が同ホールで開催されるのは実に３２年ぶりとなり、
本番は競争率１８倍の抽選に当選した、１，１００人の観覧者でうめつ
くされました。
　当日は選考、予選会の激戦を勝ち抜いた総勢２０組が登場し、市内
からは１１名の方が出場され、自慢ののどを披露しました。
　司会は小田切千アナウンサー、ゲストには都はるみさん、三山ひろ
しさんが出演し、会場は熱気につつまれました。

のど自慢が小美玉市にのど自慢が小美玉市に
　　　　　やってきました♪　　　　　やってきました♪
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本
市
で
は
、
百
里
飛
行
場
の
民
間
共
用
化

を
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
施
策
と
位
置
づ
け

て
お
り
、
こ
れ
ら
に
伴
う
振
興
策
の
早
期
実

現
を
強
く
望
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
今
後
予
想
さ
れ
る
公
共
施
設

整
備
等
の
地
域
振
興
事
業
等
に
つ
い
て
、
特

段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
基
地

周
辺
の
緩
衝
緑
地
帯
の
一
体
的
・
継
続
的
整

備
に
よ
る
、
公
園
等
多
目
的
広
場
の
整
備
を

図
る
こ
と
。

　

ま
た
、
民
間
共
用
化
で
整
備
さ
れ
た
新
滑

走
路
に
つ
い
て
は
、
既
存
滑
走
路
か
ら
西
側

へ
２
１
０
ｍ
の
位
置
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、

主
と
し
て
民
間
機
が
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ

　
て
い
る
が
、
不
測
の
事
態
な
ど
の
緊
急
時
等

に
お
い
て
、
自
衛
隊
機
の
使
用
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
際
、
百
里
飛
行
場
西
側
区
域

の
騒
音
区
域
お
よ
び
影
響
区
域
に
対
し
て
、

速
や
か
な
対
応
策
の
提
示
及
び
具
体
化
を
図

る
こ
と
。

　

現
在
、
防
衛
省
で
は
、
基
地
周
辺
障
害
防

止
対
策
と
し
て
、
テ
レ
ビ
放
送
の
聴
取
障
害

に
対
し
、
受
信
料
の
二
分
の
一
を
助
成
し
て

い
る
が
、
自
衛
隊
機
は
民
間
機
と
比
べ
一
日

の
飛
行
回
数
の
変
動
が
大
き
く
、
ま
た
飛
行

パ
タ
ー
ン
も
多
岐
に
わ
た
る
た
め
地
域
住
民

の
生
活
に
大
き
な
障
害
を
与
え
て
い
る
。
電

話
機
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

（
１
） 

テ
レ
ビ
放
送
受
信
料
の
全
額
を
免
除

と
す
る
こ
と
。

（
２
） 
電
話
通
信
料
の
減
免
に
関
す
る
措
置

を
講
じ
る
こ
と
。

　

住
宅
防
音
工
事
に
つ
い
て
は
、
そ
の
助
成

等
に
よ
り
障
害
の
軽
減
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る

が
、
い
ま
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ

る
。

　

ま
た
、
現
在
の
助
成
基
準
で
は
、
本
市
に

お
け
る
都
市
計
画
や
基
地
周
辺
の
土
地
利
用

等
、
そ
の
発
展
が
阻
害
さ
れ
て
い
る
状
況
は

解
消
し
難
い
も
の
が
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の

措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

（
１
） 

現
行
の
住
宅
防
音
工
事
は
、
指
定
区

域
告
示
後
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
は
補
助
の
対

象
外
で
あ
る
が
、
告
示
後
に
お
け
る
住
宅
も

補
助
対
象
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
申
請
か
ら

工
事
ま
で
に
長
期
間
を
要
し
て
い
る
こ
と
か

ら
短
縮
を
図
る
こ
と
。

（
２
） 

空
調
機
器
に
係
る
電
気
料
金
の
一
部

補
助
を
全
戸
対
象
と
な
る
よ
う
事
業
化
す
る

こ
と
。

（
３
）現
在
、空
調
機
器
の
機
能
復
旧
工
事
は
、

設
置
後
10
年
を
経
過
し
故
障
等
に
よ
り
使
用

不
能
と
な
っ
た
も
の
が
対
象
と
な
っ
て
い
る

が
、
更
新
期
間
の
短
縮
ま
た
は
申
請
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
10
年
経
過
し
た
空
調
機
器
は

自
動
更
新
の
対
象
と
し
、
申
請
後
即
時
対
応

で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
。

（
４
）
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
か
ら
か
な
り
の
期
間
が
経
過

し
て
お
り
、
環
境
問
題
と
あ
わ
せ
設
置
助
成

制
度
を
創
設
し
、
そ
の
補
助
対
象
区
域
は
第

１
種
区
域
内
ま
で
と
す
る
こ
と
。

（
５
）
当
市
に
は
、
防
衛
省
の
騒
音
測
定
器

が
二
箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
必
ず
し

も
十
分
な
台
数
と
は
言
え
な
い
。
騒
音
区
域

内
の
学
校
等
の
公
共
施
設
に
も
騒
音
測
定
器

を
増
設
し
、
よ
り
正
確
な
騒
音
の
実
態
把
握

に
努
め
る
こ
と
。

　

去
る
７
月
７
日
、
島
田
市
長
お
よ
び
市
議
会
百
里
基
地
・
茨
城
空
港
対
策
特
別
委

員
会
は
、
百
里
基
地
に
か
か
わ
る
周
辺
対
策
に
つ
い
て
、
北
関
東
防
衛
局
に
陳
情
を

行
い
ま
し
た
。

　

島
田
市
長
は
、基
地
所
在
に
よ
る
住
民
生
活
へ
の
影
響
、不
利
益
や
障
害
を
踏
ま
え
、

基
地
に
起
因
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
説
明
し
、
地
元
の
実
情
を
理
解
し
周
辺
対
策
の

一
層
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
局
か
ら
は
、各
陳
情
項
目
に
つ
い
て
、関
係
各
部
課
長
職
員
が
出
席
し
、

各
陳
情
項
目
に
つ
い
て
の
回
答
が
あ
り
、
今
後
と
も
小
美
玉
市
発
展
の
た
め
に
誠
意

を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
旨
の
回
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

陳
情
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

基
地
に
起
因
す
る
諸
問
題
の
解
決
を
訴
え

基
地
に
起
因
す
る
諸
問
題
の
解
決
を
訴
え

北
関
東
防
衛
局
へ
陳
情

北
関
東
防
衛
局
へ
陳
情

基
地
周
辺

障
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

２
住
宅
防
音
工
事
の助

成
に
つ
い
て

３

百
里
飛
行
場
の
民
間
共
用
化
に

伴
う
地
域
振
興
策
等
に
つ
い
て

１
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移
転
の
補
償
お
よ
び
土
地
の
買
い
入
れ
に

つ
い
て
は
、
指
定
さ
れ
た
区
域
内
の
申
し
出

者
に
対
し
順
次
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
区
域
指
定
の
告
示
後
の
建
物
等
に
つ

い
て
は
、
損
失
補
償
の
対
象
と
な
っ
て
い
な

い
。
告
示
日
（
昭
和
56
年
10
月
31
日
）
か
ら

す
で
に
32
年
が
経
過
し
、
建
物
の
新
・
改
築

は
必
然
の
行
為
で
あ
る
。
ま
た
、
買
い
入
れ

地
等
の
規
模
に
よ
り
、
そ
の
措
置
が
複
数
年

に
わ
た
り
、
申
し
出
か
ら
長
い
年
月
を
要
し

て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
住
民
の
意
向
に
適
切
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
速
や
か
に
土
地
の
買
い
入
れ

等
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　

民
生
安
定
施
設
設
置
助
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
本
市
に
お
い
て
も
毎
年
計
画
的
な
導
入

を
図
り
周
辺
対
策
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
特
に
、
航
空
事
故
に
伴
う
災
害
の
み

な
ら
ず
、
大
規
模
な
自
然
災
害
に
も
対
応
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
最
中
で
あ

る
。

　

つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
防
衛
省
補
助
事

業
と
し
て
、
次
の
事
業
を
計
画
す
る
の
で
、

所
要
の
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。

  ・
無
線
放
送
施
設
（
子
局
工
事
）（
継
続
）

・
消
防
施
設
（
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
Ｃ
Ｄ
Ⅰ

型
×
１
台
）（
新
規
）

・
市
道
小
２
１
１
１
４
号
線
（
改
良
舗
装
事

業
）（
新
規
）

・
小
美
玉
市
役
所
本
庁
舎
耐
震
補
強
及
び
改

修
事
業
（
実
施
設
計
）（
新
規
）

　

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交
付
金
に

よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
着

実
に
そ
の
成
果
が
見
ら
れ
て
い
る
が
、今
後
、

更
な
る
施
設
等
整
備
の
充
実
が
望
ま
れ
て
い

る
。

　

つ
い
て
は
、
事
業
を
計
画
的
か
つ
円
滑
に

推
進
す
る
た
め
、
現
在
の
交
付
金
額
を
維
持

す
る
こ
と
。

　

農
耕
阻
害
損
失
補
償
の
対
象
区
域
と
実
際

の
飛
行
コ
ー
ス
に
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い

場
面
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

（
１
） 

損
失
補
償
の
対
象
範
囲
は
、
飛
行
コ
ー

ス
と
整
合
さ
せ
る
と
と
も
に
グ
レ
ー
ド
の
簡

素
化
を
図
る
こ
と
。

（
２
） 

補
償
額
の
最
低
補
償
に
つ
い
て
、
制

度
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
。

　

再
編
交
付
金
は
、
再
編
特
措
法
に
よ
る
期

限
付
き
の
交
付
金
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て

い
る
が
、
再
編
完
了
が
不
透
明
な
現
状
に
お

い
て
、
施
設
の
維
持
管
理
お
よ
び
地
域
の
要

望
等
に
、
よ
り
き
め
細
か
な
対
応
が
必
要
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
法
律
の
失
効
後
に

お
い
て
も
、
当
分
の
間
延
長
し
て
交
付
さ
れ

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

百
里
基
地
に
お
け
る
戦
闘
機
等
の
飛
行
訓

練
は
、
早
朝
か
ら
夜
間
ま
で
間
断
な
く
実
施

し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
周
辺
地
域
に

多
大
な
騒
音
被
害
を
発
生
さ
せ
て
い
る
。

　

特
に
、
飛
行
場
上
空
で
の
模
擬
空
対
地
射

爆
撃
訓
練
、
航
空
観
閲
式
及
び
航
空
祭
等
に

お
け
る
低
高
度
・
高
速
飛
行
に
つ
い
て
は
、

よ
り
甚
大
な
騒
音
被
害
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
百
里
基
地
の
飛
行
運
用
に

関
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
防
衛
省　
（
航

空
幕
僚
長
）
へ
の
申
し
入
れ
に
つ
い
て
特
段

の
配
慮
を
願
い
た
い
。

（
１
） 

特
に
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、

周
辺
住
民
の
生
活
に
最
も
影
響
を
与
え
る
早

朝
、
夜
間
、
昼
休
み
時
間
帯
の
飛
行
を
恒
常

的
に
自
粛
す
る
と
と
も
に
、
地
域
か
ら
の
要

望
に
よ
る
行
事
等
の
際
の
飛
行
を
自
粛
す
る

こ
と
。

（
２
） 

飛
行
訓
練
は
、
洋
上
に
設
定
し
て
あ

る
空
域
を
主
体
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
騒

音
の
拡
大
お
よ
び
住
民
が
危
険
と
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
訓
練
は
、
真
に
や
む
を
得
な
い
場

合
を
除
き
飛
行
場
上
空
で
は
実
施
し
な
い
こ

と
。

（
３
） 

基
地
の
飛
行
運
用
に
関
し
、
本
市
お

よ
び
地
域
住
民
の
理
解
を
得
る
た
め
の
施
策

等
を
検
討
し
早
期
に
実
現
さ
せ
る
こ
と
。

（
４
） 
百
里
基
地
に
配
備
さ
れ
る
航
空
機
の

部
品
落
下
等
、
周
辺
住
民
の
安
全
に
直
結
す

る
不
具
合
の
発
生
に
際
し
て
は
、
速
や
か
に

当
市
へ
通
知
す
る
と
と
も
に
原
因
の
究
明
お

よ
び
調
査
結
果
等
に
つ
い
て
も
適
時
に
通
知

す
る
こ
と
。

（
５
） 

百
里
基
地
で
開
催
さ
れ
る
航
空
観
閲

式
及
び
航
空
祭
で
は
、
例
年
交
通
渋
滞
が
発

生
し
て
お
り
、
地
域
住
民
よ
り
厳
し
い
声
が

上
が
っ
て
い
る
。
こ
の
交
通
渋
滞
の
現
状
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
万
全
の
対
策
を
講
じ

る
こ
と
。
特
に
、
救
急
車
等
の
緊
急
車
輌
の

通
行
に
つ
い
て
は
大
き
な
懸
念
を
抱
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
万

全
の
対
策
を
と
る
こ
と
。

　

訓
練
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
特
段
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

（
１
） 

日
米
共
同
訓
練
を
実
施
す
る
際
は
、

「
米
軍
再
編
に
係
る
百
里
基
地
へ
の
訓
練
移

転
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、
あ
ら
ゆ
る

事
故
の
未
然
防
止
と
安
全
対
策
に
万
全
を
期

す
こ
と
。

（
２
） 

基
地
周
辺
住
民
へ
の
情
報
提
供
を
徹

底
し
理
解
を
得
る
に
は
、
相
応
の
時
間
を
必

要
と
す
る
こ
と
か
ら
、
本
市
へ
の
訓
練
日
程

等
の
情
報
開
示
は
速
や
か
に
実
施
す
る
こ

と
。

（
３
） 

Ｍ
Ｖ
―
22
（
オ
ス
プ
レ
イ
）
の
訓
練

参
加
に
つ
い
て
は
容
認
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
今
後
の
訓
練
計
画
に
位
置
づ
け
な
い
こ

と
。

移
転
の
補
償
等
に
つ
い
て

４

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備

調
整
交
付
金
に
つ
い
て

６

関
連
機
関
へ
の

申
し
入
れ
に
つ
い
て

９

訓
練
移
転
に
係
る

安
全
対
策
等
に
つ
い
て

10

農
耕
阻
害
損
失
補
償
に
つ
い
て

７
再
編
交
付
金
に
つ
い
て

８

民
生
安
定
施
設
設
置

助
成
事
業
に
つ
い
て

５

問
基
地
対
策
課

☎
４
８
―
１
１
１
１
（
内
線
２
２
４
２
）
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コスモスコココココススススモモモモススス２２２
は た ちは た ちた ちた

０００歳記念事業歳歳歳記記念念念事事事業業

「コスモス誕生「ココススモモスス誕誕生生２２２
は た ちはは たた ちち

０００歳の祭典！！」歳歳のの祭祭典典！！」
　去る７月２６日（土）生涯学習センターコスモスにおいて、コスモス誕生２０歳 ( はたち ) の祭典！！を開
催いたしました。
　当日、文化ホール内ではオープニングセレモニーを開催し、新成人者による模擬ケーキに入刀、おみたん、
近隣市町のゆるキャラによる開会セレモニーに色を添えました。また、玉里地区の保育園・幼稚園・小学校・
中学校による発表や玉里創作太鼓、および茨城県警察音楽隊による演奏が公演されました。
　猛暑厳しい中、イベント広場には模擬店が出店し来場者のお腹を満たしました。また、イベント広場の特
設ステージでは、２０歳記念コーラス隊によるフラッシュモブダンス、笛の音楽隊ピッコロとのコラボ発表、
JA ひたち野玉里支部・女性会玉里支部合同による玉里音頭、翔舞（しょうぶ）によるヨサコイソーランの発
表がありました。
　最後に文化ホールにて、お楽しみ抽選会を実施し大盛況に幕を閉じました。

行政懇談会を開催します行政懇談会を開催します

語り合いませんか？地域のこと。語り合いませんか？地域のこと。

　地域の課題・提案を事前に小学校区ごとに絞り込んでいただいております。この課題・提案につい
て語り合いながら、理解を深めていくのがねらいです。限られた時間ですが、懇談会当日の新たな提
案も可能です。事前申し込みはありません。多くのみなさまのご参加をお待ちしております。

問い合わせ

　公正、公平で偏りのないオープンな市政を目指し、市民と行政が相互の情報を共有し合い、市民が
主体的に市政へ参加する意識を啓発するとともに市民の意向を市政に反映して、市民と行政の協働に
よる市政の運営を図るため、区長会との共催により３地区において行政懇談会を開催します。

小川地区
９月３０日 火

小川文化センター
アピオス

19：00-21：00

玉里地区
１０月１日 水

19：00-21：00
玉里保健福祉
センター

美野里地区
１０月２日 木

19：00-21：00
四季文化館
みの～れ

警察音楽隊による演奏警察音楽隊による演奏 オープニングセレモニーオープニングセレモニー

【問い合わせ】 政策調整課　☎：48-1111（内線 1211）
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平成２６年度春の叙勲受章平成２６年度春の叙勲受章
　元美野里町消防団本部長の本多幸一郎さん（堅倉）が現
役時代の優れた統率力で消防の任務を遂行し、今日の消防
団の基礎を築き上げた功績とご苦労に対しまして、今年の
５月１４日に東京都日本消防会館で伝達式が執り行われ、
瑞宝単光章が授与されました。
　本多さんの今後の更なるご活躍をお祈りします。

茨城県内で瑞宝単光章を受章された皆様（本多幸一郎さんは写真左から２番目）

ご
長
寿

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

※
本
年
度
一
〇
〇
歳
に
な
ら
れ
る
方
で
、　
　
　
　
　

※
本
年
度
一
〇
〇
歳
に
な
ら
れ
る
方
で
、　
　
　
　
　

本
人
ま
た
は
ご
家
族
の
意
向
に
よ
り
、　
　
　
　
　

本
人
ま
た
は
ご
家
族
の
意
向
に
よ
り
、　
　
　
　
　

お
名
前
の
み
の
紹
介
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

お
名
前
の
み
の
紹
介
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　　

今
年
め
で
た
く
１
０
０
歳
に
な
ら
れ
る
４
人
の
方
と
市
内
最
高
齢
者
で

１
０
９
歳
の
藤
枝
た
か
さ
ん(

羽
鳥)

の
ご
長
寿
を
祝
い
、
市
長
が
皆
さ

ま
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
は
、
市
か
ら
の
褒
状
と
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
、
ま
た
今
年
度
、
１
０
０
歳
に
な
ら
れ
る
方
に
は
、
内
閣
総
理

大
臣
お
よ
び
茨
城
県
知
事
か
ら
も
褒
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

◇
市
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

◇
市
内
の
１
０
０
歳
以
上
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

今
年
度
で
100
歳
を
迎
え
る
方

　

宇
津
野
ク
メ
（
大
笹
）

　

冨
田
ふ
て
（
橋
場
美
）

　

大
貫
た
み
（
世
楽
）

　

柴
田
こ
ま
（
堅
倉
）

100
歳

　

大
枝
武
夫
（
小
曽
納
）

　

風
野
よ
て
（
納
場
）

　

木
村
ち
よ
（
大
宮
）

　

鈴
木
み
つ
（
新
高
浜
第
一
）

　

田
山
よ
志
（
中
台
）

　

藤
枝
フ
ヨ
（
田
木
谷
駅
前
）

　

森
川
よ
し
（
本
田
町
）

101
歳

　

石
川
と
み
（
川
戸
）

　

中
村
よ
ね
（
下
高
崎
）

　

眞
家
あ
き
（
飯
前
）

　

米
田
ヨ
子
（
花
館
）

102
歳

　

大
枝
ふ
ち
（
竹
原
）

104
歳

　

島
田
き
く
（
金
谷
久
保
）

106
歳

　

小
池
う
め
（
大
曲
）

108
歳

　

髙
橋
ち
よ
（
脇
山
）

109
歳

　

藤
枝
た
か
（
羽
鳥
）

※
順
不
同　
　
　
　
　
　

※
年
齢
は
９
月
１
日
現
在

藤枝たか　さん藤枝たか　さん

宇津野クメ　さん宇津野クメ　さん

冨田ふて　さん冨田ふて　さん

柴田こま　さん柴田こま　さん

１０９歳！！市内最高齢

１０９歳！！市内最高齢

市内の７０歳以上の方の人数

９，１３８人（男：３，９５１人　女：５，１８７人）

内、１００歳以上の方の人数

　１８人（男：１人　女：１７人）

( ９月１日現在 )
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姉妹都市姉妹都市 アビリン市から訪問団員がやってきました！アビリン市から訪問団員がやってきました！

７．１８　到着７．１８　到着

７．２０　歓迎パーティー７．２０　歓迎パーティー

７．２２　小川南中７．２２　小川南中

７．２３　東京方面７．２３　東京方面７．２４　小川小 ・鳳林院７．２４　小川小 ・鳳林院７．２５　大洗方面７．２５　大洗方面

７．２６　アビリンブース （コスモス）７．２６　アビリンブース （コスモス）

７．２７　お別れパーティー７．２７　お別れパーティー

７．２８　希望ヶ丘７．２８　希望ヶ丘

７．２９　お別れ７．２９　お別れ

さようなら。さようなら。

また会おうね！また会おうね！

　姉妹都市のアビリン市か

ら１５人の訪問団員がやっ

てきました。12 日間の短

い日程でしたが、県内を中

心にたくさんの日本の体験

をした団員の皆さんはうれ

しそうに目を輝かせていま

した。今回の訪問を通して

多くの皆さんとの有意義な

交流がありました。

　初めての人も何度か日本

に来たことがある人も、た

くさんの思い出を胸にアビ

リンに帰っていきました。

７．２８　笠間７．２８　笠間
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姉妹都市から
　　新しい親善大使

が来ました！

4 月に帰国したアマンダ先生の後任として、ジェフ
リーヘイガ先生が着任しました。真面目なジェフリー先
生は小美玉の人たちと交流したり、日本語の勉強に熱心
に取り組んだりと、親善大使の使命をしっかりと受けと
め頑張っています。見かけたときは、ぜひ声をかけてみ
てください。

 
 
 
  
 
 
  
 
 

 

　自己紹介をさせていただきます。私はジェフリーヘイガと申します。私はカンザス州アビリン市から来た
新任の ALT ※兼友好親善大使です。小美玉市には２０１６年７月までの２年間、滞在する予定です。
　私は 22 歳で、7人の兄弟姉妹がいます。私はカンザス州立大学を卒業し、アメリカの民俗学と政治科学の
学士となっています。また、中学、高校、大学を通じていくつもの組織で活躍し、活動や指導能力において
賞を受賞しました。
　フリータイムは、ボランティアの仕事や映画鑑賞、野生生物の調査や料理、新しい事を勉強したり、読書、
旅行、野外活動に参加することなど様々なことをします。
　私はこれから小美玉市で始まる新たな生活に心を躍らせています。また、２０１０年に訪問団として来日
した際、小美玉市の魅力に完全に惹きつけられました。今後、さらに日本の知識を深め、よりいっそう一生
懸命に日本語を学びたいと思っています。
　これまでにお会いしたすべての人々の絶大なご厚意に感謝し、ご恩に報いたいと思っています。私を見か
けたら、いつでも自由に声をかけて下さい。私は小美玉市の素敵な皆さまにお会いしたいですし、できる限
り地域に貢献したいと思っています。 

和訳

※ALT：Assistant　Language　Teacher（言語指導助手）
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第９回ふるさとふれあいまつり第９回ふるさとふれあいまつり
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　８月３０日、希望ヶ丘公園を会場に「第９回小美玉市ふるさとふれあいまつり（ふるさとふれあいまつり　８月３０日、希望ヶ丘公園を会場に「第９回小美玉市ふるさとふれあいまつり（ふるさとふれあいまつり
実行委員会主催）」が開催され、約３０，０００人がまつりを楽しみました。実行委員会主催）」が開催され、約３０，０００人がまつりを楽しみました。
　まつりは、開会式典からスタートし、ＧＥＮＫＩステージ・歌謡ショー・豊年踊り大会などが行われ、最　まつりは、開会式典からスタートし、ＧＥＮＫＩステージ・歌謡ショー・豊年踊り大会などが行われ、最
後の花火大会で盛大なフィナーレを迎えました。後の花火大会で盛大なフィナーレを迎えました。

県最大級の踊りの輪！豊年踊り大会

■豊年踊り大会結果
ふるさとふれあいまつり大賞　　東平区　
ふるさとふれあいまつり準大賞　柴高区、㈱クレハ樹脂加工事業所
輪が広がるで賞　　　　　　　　女性会たまり支部、清風台区
夢が広がるで賞　　　　　　　　おかみさん会、小岩戸区

　約１，１００人が参加する、まつりのメインイベントです。
おなじみ鎌田英一さんの『大きな大きな輪になろう』と郷土芸
能保存会の太鼓の演奏に合わせてみごとな輪を作りました。

東平区のみなさん東平区のみなさん

今年もあつい！ヨサコイソーラン大会

■ヨサコイソーラン大会結果
ヨサコイソーラン大賞　　華の乱 
ヨサコイソーラン準大賞　みのり新体操クラブ 
優秀賞　　　　　　　　　野田っ子ソーラン

　小学生からシニアまで多くの団体が参加し、個性豊かな演舞
で前夜祭を盛り上げました。

華の乱のみなさん華の乱のみなさん

GENKI ステージ

　児童による踊りや演奏、市内の団体によるダンスや
太鼓などさまざまなパフォーマンスが披露されました。

　会場では、市の震災復興のための義援金受付が行わ
れました。演歌歌手の石原訽子さんや、まついえつこ
さんも握手会を通して、義
援金受付に協力してくださ
いました。
　計１７０，６２６円の義
援金が寄せられました。

義援金へのご協力ありがとうございました イベントいろいろ☆

　バザーには６５の出店が並び、多くのお客様
で賑わいました。
　ロードトレインなどで
遊ぶことのできる子ども
広場、キャラクターショ
ーにはたくさんの子ども
たちが集まりました。

まつりを支えるボランティアのみなさん

みんなで叫べ！大声コンテスト！

　大声自慢が集まり、思い思いの言葉を思い切
り叫びました。
大声で賞
　「たなまっちょ」さん
響いたで賞
　「浅野こうき」さん
良い声で賞
　「コモッチ」さん

　まつりは、行政区や建設業協会・電設業協会・その他の協力団体・市職員など約１，０００人のボランティ
アの方の協力に支えられています。会場の設営や片付け、当日の運営・管理など、様々なところで多くの
人が関わっています。
　また、各企業からたくさんの協賛品を提供していただきました。
　ふるさとふれあいまつりは、たくさんの人と人とのつながりにより成り立っているまつりです。
　ご協力ありがとうございました
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みんながファミリー

　私たち玉里北小学校は、全校児童１３３人です。どの学年も１クラスで
すが、２学年がペアとなった “兄弟学年 ”と全学年を縦割りにした “ファミ
リーグループ ” があり、上級生と下級生がなかよく協力して様々な活動に
取り組んでいます。また、地域の方々も応援してくれています。

兄弟学年でなかよく！（1 ・ 4 年生、 2 ・ 5 年生、 3 ・ 6 年生）

ファミリータイムで楽しく！（1 ～ 6年生が 9 グループに分かれて）

　月に一度のファミリータイムでは、１～６年生みんなでいろいろ
な遊びをします。ときには紙飛行機を飛ばしたり綱引き大会や駅伝
大会をすることもあります。みんな楽しみにしています。（児童会）

地域の方々に見守られて
　「元気な玉里北小区をつくる
会」のみなさんといっしょに、
季節を楽しむ様々な行事を行っ
ています。地域の方々もみんな
ファミリーです。

［三世代交流の集い］［三世代交流の集い］

　コマの回し方を教
えていただきました。

［餅つき大会］［餅つき大会］

　⺽と杵でついた
お餅はおいしい！

第 68回国体で優勝！

ボクシング 成年の部

中央大学ボクシング部キャプテンの保田克也さん（部室）が、平
成２５年１０月に行われた第６８回国民体育大会ボクシング競技成
年の部ライトウェルター級に出場し、見事優勝を果たしました。
保田さんは、中学３年生の頃から本格的にボクシングを始め、高
校１・２年生では関東大会で準優勝、３年時には念願のチャンピオ
ンに輝きました。大学進学後もボクシングに励み、ついに国体で優
勝するまでの逸材となりました。
平成２４年１１月に行われた、第８２回全日本アマチュアボクシ
ング選手権大会ライトウェルター級では準優勝になるなど、同級で
は現在日本でトップの実力で、ナショナルチームに所属しています。
これから、世界戦での活躍が期待されます。

ライトウェルター級
― 中央大学保田克也さん（部室） ―

　おいもの苗
は、こうやって
植えるんだよ。

 まちに待った
おいもほり。⼤き
なおいもを掘っ
たらお姉さんが
「すごいね！」っ
て⾔ってくれて
うれしかった。６月いも苗植え６月いも苗植え １１月いもほり１１月いもほり
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　市教育委員会学校給食課では、中学生を対象とした料理講習会を８月１９日、２５日、２６日に開催し、
９７名の生徒が参加しました。小美玉市食生活改善推進協議会の方々を講師に迎え、オムライス・トマトと
豆腐のサラダ・コンソメ野菜スープの３品を作りました。バランスのよい食事をすることの大切さを学びな
がら実践的な料理講習会となりました。
　参加した中学生からは、「野菜を切るのが難しかった」「おいしくできてよかった」など好評でした。

中学生料理講習会を実施しました中学生料理講習会を実施しました

「ホトメの里」で子どもわくわくクラブを開催しました「ホトメの里」で子どもわくわくクラブを開催しました

　８月２日（土）「ホトメの里」にて、子どもわくわくクラブが開催されました。この体験は、水の働きを学
ぶことを目的とし、小学生を対象に水遊びや水質調査などを行いました。
　低学年生以下の子どもたちは、熱い日差しの中びしょ濡れになりながら水遊びを楽しみ、高学年生は真剣
に水質調査に取り組んでいました。

やすらぎの里でハーモニカライブ
　夏も後半の８月２３日の夜、やすらぎの里小川
を会場に藪谷幸男さんの「スーパーハーモニカラ
イブ」が開催されました。藪谷さんは、現在柏市
にお住まいでハーモニカの国際大会で優勝したり、
テレビに出演したり日本レコード大賞で企画賞を
受賞するなど、ハーモニカ界の第一人者です。
　ライブは、学芸棟群の中庭で開催する予定でし
たが天候の悪化が懸念されたため、急遽室内（華
道棟）で行いました。あまり広い会場ではありま
せんでしたが、入りきれないほどの観客が来場し
藪谷さんの演奏を楽しみました。
　演奏曲は、城ヶ島の雨、荒城の月、セレナーデ

など。皆さんお馴染みの曲を演奏したり、一度に３本のハーモニカを駆使して演奏したり。観客は世界１の
音色を堪能しました。
　やすらぎの里小川の開館時間は、６月から９月までの期間は午前９時から午後８時まで、それ以外の期間
は午前９時から午後５時まで開館しています。学習や会議のほか、今回のようなコンサート等にもお使いい
ただけますので、ぜひご利用ください。
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いばらきマリッジサポーター結婚相談会を開催しますいばらきマリッジサポーター結婚相談会を開催します

○ マリッジサポーターは、茨城県から委嘱された結婚を支援するボランティアです。

○ 結婚を希望する独身者や親御さんのご相談に応じます。

○ 予約不要・相談無料です。紹介料や成婚報酬も頂きません。

【日　時】１０月９日（木）１０：００～１５：００

【場　所】小川文化センターアピオス　小ホール

【持ち物】身上書、写真（Ｌ版）

【連絡先】小美玉市地区マリッジサポーター　石田悦子

　　　　（☎：58-3588 または 090-4009-6813）

手続きはお済みですか？
２つの給付金。

臨時福祉給付金

１人につき１万円
年金や児童扶養手当等
の受給者は１万５千円

対象者

住民税の非課税者
※課税者の扶養親族や生活保護
　受給者等は除く　

注）受け取ることができるのはどちらか１つの給付金です。

　子育て世帯
臨時特例給付金

対象者

児童手当の受給者
※児童手当の所得制限限度額以上
　の方や生活保護受給者等は除く

子ども１人につき１万円

１月分の

小美玉市での申請期間は

平成 26年 10 月 1日 ( 水 ) まで
※申請期間以降は受付できません。ご注意ください。

●給付金の受給には申請が必要です。平成 26 年 1 月 1 日時点で住民票がある市区町村（申請先）から
　申請書を入手し、申請してください。
※平成 26 年 1月 1日時点で小美玉市に住民票がある方は、7月上旬頃に郵送しています。
※公務員の方は、所属庁に必要書類をお問い合わせください。

【問い合わせ】

申請に関すること　☎：48-1111（代表）
　①臨 時 福 祉 給 付 金　社会福祉課（内線 3224・3225）
　②子育て世帯臨時特例給付金　子ども福祉課（内線 3228）
制度に関すること（厚生労働省）
　・２つの給付金に関する専用ダイヤル：0570（037）192

みないいきゅうふ
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【期　日】　９月２８日（日）　開演 １３：１５（開場１２：４５）※ 福祉にっこりまつりと同時開催
【会　場】　生涯学習センターコスモス文化ホール　（小美玉市高崎 291-3）　　　　　　　　　　　　
【演　題】　天使がこの世に降り立てば　　　　　　　　　 
　　　　　　　～ダウン症の娘と生きて～
【料　金】　無料（要整理券：好評配布中）

【整理券配布場所】市内福祉事務所 および 社会福祉協議会の各窓口
小川総合支所内福祉事務所 ／ 小川保健相談センター内社会福祉協議会小川支所
四季健康館内福祉事務所美野里支所・社会福祉協議会美野里支所
玉里総合支所内社会福祉課（１階） ／ 玉里保健センター内社会福祉協議会本所

　小美玉市教育委員会では、平成２７年度小学校新入学児に対してランドセルを贈呈します。
　なお、七つの祝い式典および記念品（ランドセル）配布については以下のとおりです。
【七つの祝い式典】
１１月１４日（金）　１０：００～
小川文化センターアピオス（大ホール）
【ランドセル配布】
　・記念品については、式典当日に配布します。
　・１１月１４日（金）以降は、生涯学習課（生涯学習センターコスモス）にてお渡しします。
　※その他詳細につきましては、後日該当児の保護者宛に通知します。

小学校新入学児にランドセルを贈呈します！小学校新入学児にランドセルを贈呈します！

平成２６年度小美玉市障がい者理解促進・啓発事業

金澤泰子さん、金澤翔子さんによる講演と揮毫金澤泰子さん、金澤翔子さんによる講演と揮毫

手話通訳が
あります

　ダウン症の女流書家 金澤翔子さんは全国各地で個展を開
催するなど広く活躍しています。
　翔子さんが生まれた当時、母泰子さんは今では考えられ
ないほどの絶望に陥っていました。「ダウン症の宣告を受
けたときには、すごく辛かった。でも、今では日本一幸せ」
と話しています。
　母泰子さんのこれまでの体験と、翔子さんの人間性とそ
の書の魅力についてご講演をいただきます。
　翔子さんには、ステージ上で大きな筆を使いこなし、文
字を書く様子を披露（席上揮毫）していただきます。

【問い合わせ】 教育委員会生涯学習課（生涯学習センターコスモス内）　☎：26-9111

【問い合わせ】 社会福祉課　☎：48-1111（内線 3121）

紙オムツ３カ月分紙オムツ３カ月分

※お申込は、生後３カ月までのお子様のいるお父
様・お母様を対象とさせていただきます。
※応募多数の場合、予告なく終了させていただく
場合があります。

長島
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～食生活改善推進員（ヘルスメイト）になるための養成講座～

　食生活改善推進員は、食を通した健康づくりのボランティア活動をしている団体です。愛称

は「ヘルスメイト」で、現在全国に１７万人もの会員がいます。食育教室や料理教室を行ったり、

料理や食生活について相談にのってくれる身近な存在として活動しています。

　食生活改善推進員になるためには、養成講座を修了することが必要です。小美玉市では、今年度

下記のとおり養成講座を実施します。食と健康に関心のある方、人と接することが好きな方、料

理が好きな方は、ぜひこの機会に私たちと一緒に活動してみましょう！

【受講対象者および募集人数】
・小美玉市在住で食生活改善推進員として地区活動のできる方４0 名
・下記の養成講座（５回）に参加できる方

日　時 内　容

１０月２７日 ( 月 ) 13：20 ～ 15：30
開講式
講　話　「国民健康状況と生活習慣病予防」
　　　　「食改活動について」

１１月２０日 ( 木 ) 9：00 ～ 15：30
調理実習「骨粗しょう症予防食」　骨密度測定
講　話　「歯と健康」

「健康づくりと運動（シルバーリハビリ体操）」

１２月１７日 ( 水 ) 9：30 ～ 15：30
調理実習「おいしくバランスのとれた食事」
講　話　「健康いばらき 21 プラン」と「食育」

「小美玉市健康増進計画・食育増進計画」について

１月３０日 ( 金 ) 9：30 ～ 15：30
調理実習「ヘルシー野菜たっぷりの食事」
講　話　「食品衛生」「食改活動について」

２月１７日 ( 火 ) 13：00 ～ 15：30
地域活動の進め方、グループワーク等
閉講式

【日程および内容】

【会　　場】四季健康館（小美玉市部室 1106）
【実施主体】小美玉市
【申し込み】下記問い合わせ先に、電話にて申し込み（住所・氏名・生年月日・電話番号をお伝えください。）

【締め切り】１０月１０日（金）　※ 定員になり次第締め切らせていただきます。

※  内容は都合により変更になる場合があります。

【問い合わせ】 四季健康館　食育推進係
☎：48-0221　FAX：48-0044（平日 8：30 ～ 17：15）

 
  

茨城空港内にあります茨城空港内にあります
旅行のお店です旅行のお店です

セントラルツーリスト茨城空港店
小美玉市与沢 1601-55小美玉市与沢 1601-55
茨城空港 1階茨城空港 1階

●営業時間　9:00 ～ 17:00●営業時間　9:00 ～ 17:00
●水曜・年末年始休業●水曜・年末年始休業

TEL：0299- 54- 0500

相続 ・ 遺言書、 車庫証明、 建設業許可
運送業許可、 農地転用、 外国人関係他

一人で悩まず気軽に電話相談！

あなたのまちの法律家

茨城県行政書士会茨城県行政書士会
市民相談センター市民相談センター

☎ ０２９－３０５－３７３１
毎週月曜日と木曜日（祝日、年末年始を除く）午後１時～午後5時
行政書士には法律で守秘義務が課せられています。安心して、ご相談下さい。

詳しくはﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 茨城県行政書士会 検索 クリック
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こ ん に ち は
        地 域 包 括 支 援 センター で す
                                                                  ～その４～

地域包括支援センターは、高齢者の総合相談窓口です

地域包括支援センターでは、主任介護支援専門員・社会福祉士・保健師等が中心となって、高齢者への総
合的な支援を行います。

☆介護予防業務とは・・・
６５歳以上の市民の方（介護保険サービス利用者を除く）を対象に、介護が必要な状態になることを予防
するため、心身の状況などに応じた教室の開催や出前講座の実施などに取り組んでいます。

～ ９月は、 『認知症予防推進月間』 です ～
いまやテレビでも特集が組まれるほど身近な問題となっている “認知症 ”については、皆さんも一度は考え
たことがあるのではないでしょうか？　認知症は、誰にでも起こりうる脳の病気で、不安や孤独感が大きく
なると、さらに症状が進むと言われています。　
地域包括支援センターでは、物忘れに関する相談をはじめ、認知症に対する正しい知識と具体的な対応の
方法などをお伝えしています。各地区の公民館やサロン、高齢者に身近な企業への出前講座を積極的に行っ
ておりますので、お問い合わせください。

認知症の人やそのご家族が、住み慣れた地域において穏やかに暮らしていくには、
　　　　　　　　　地域の皆さんの支えあいが不可欠です。

《 もの忘れが気になりはじめたら・・・ 》

◎自分でチェック !!

□　財布や通帳など大事なものをなくすことがある。

□　曜日や日付を何度も確認しないと忘れてしまう。

□　いらいらして怒りっぽくなった。

□　薬の飲み忘れや、飲んだかどうか分からなくな
　ることがある。
□　一人でいるのが不安になったり、外出するのが
　おっくうになった。

◎家族・身近な人でチェック !!
□　同じことを何度も繰り返し話したり、聞いたり
　する。

□　しまい忘れが多く、いつも物を探している。

□　料理の味が変わったり、準備に時間がかかる。

□　リモコンや電化製品などの操作がうまくできない。

□　同じものをたくさん買ってきてしまう。

物忘れや認知症について不安がある方は、下記の相談窓口までお気軽にご相談ください。
※次月号は、地域包括支援センターにおける『包括的・継続的ケアマアネジメント』についてお知らせします。
【各生活圏域毎の連絡先一覧】
《玉里圏域》
介護福祉課　地域包括支援センター（玉里総合支所内）　☎：58-1282（直通）
《小川圏域》
介護福祉課　地域包括相談支援センター小川（小川保健相談センター内）☎：48-1111（内線2424・2425）
《美野里圏域》
小美玉市地域包括支援センター美野里 ( 四季健康館内 ) ☎：35-7172（直通）

社会福祉法人　光風会　
法人本部：水戸市見川 1－ 1183 － 2　TEL/FAX：029-243-8595　
ホームページ：http：//www.koufuukai.org/

Client　Life　Activity　Support　System（CLASS）

＊焼き物作り：就労継続支援B型
　　笠間焼工房「陽（yoo）」/笠間
　　泉町ギャラリー「窯（YOO）」/水戸
＊生活（くらし）を作る・立てる・楽しむ：自立訓練
　　地域活動センター「光（KOO）」
　　生活支援センター「風（FOO）」
＊生活（くらし）を組み立てる：
　　ショートステイ協働宿「空（COO）」
＊生活（くらし）を継続する：

＊ゆったり過ごす：地域活動支援センター
　　地域活動センター「光（KOO）」/笠間
＊電話・面接相談
　　生活支援センター「風（FOO）」
＊子どもの「育ち」の支援
　　子どもの問題研究所
＊企業社員の「こころの健康」の支援
　　精神福祉相談支援センター

お
電
話
く
だ
さ
い
！

精
神
障
害
を

抱
え
る
方
の

援
助
・
支
援

を
行
い
ま
す
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○

り

り

　市防災行政無線の戸別受信機の設置については、平成２６年度末の市内全域完了を
目指しています。設置希望のお申し込みは随時受け付けていますので、申請がお済み
でない方は、お急ぎください。

備えて安心‼　戸別受信機

【問い合わせ】 防災管理課　危機管理室　☎：48-1111（内線 1014）

有料広告
募集中！

詳しくは、Web又は
　　　　　下記問い合わせ先へ
http://city.omitama.lg.jp/28.html
☎：48-1111　内線 1212
　　（秘書広聴課　広報広聴係）
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子どものほめ方・注意の伝え方♪
　「⼦どもが⾔うことを聞かない」そんな時はイライラしてしまいますよね。しかし、⼦どもは⼤⼈と同
じ理解⼒や注意⼒をもっているわけではないので、声かけにコツが必要です。お互いに嫌な思いをしな
いですむように、今回は⼦どもを「ほめる」「注意する」ときのコツをご紹介します。

～ 上手にほめるには？ ～
◆ほめるポイントをみつける  
 いつもしていることの中にも、ほめどころがあります。「『いただきます』が⾔えた」など、出来て当
たり前だと思うことでも、繰り返しほめてあげることで、その⾏動の定着につながります。

◆言葉や態度で表現する   
 「お⽚付けして偉いね」といったように、具体的な⾏動を⾔葉に出してほめてあげると、何が良かった
のかわかりやすいです。⾔葉だけでなく、微笑んだり、頭をなでるなどの態度や仕草をつけてあげると、
気持ちがより伝わります。

◆伸びた部分をほめる
　他の⼦と⽐べてどうかではなく、その⼦の伸びた部分をほめましょう。成⻑を認めてもらうことで⼦
どもは喜びを感じ、⾃信をつけることができます。そして、次の⾏動への意欲へとつながります。

～ 注意を伝えるとき ～

望ましくない伝え方望ましくない伝え方 上手な伝え方上手な伝え方

命令・禁止
　「テーブルに乗っちゃだめ！」
　「走っちゃだめ！」

ポジティブな表現で
　「降りようね」
　「ゆっくり歩こうね」「ここに座ってようね」

あいまい・長々と言う
　「きちんと片付けて」
　「あーもう、早く靴はいてよ、急ぐんだから」

　（お友達を叩いてしまったとき）
　「お友達と仲良くしなさい」

短く具体的に
　「おもちゃを箱の中に入れてね」
　「靴をはいてね」
本人の気持ちを代弁した上で
　「おもちゃが欲しかったんだね。叩いたら痛いから
　もうやめようね。」
　「おもちゃが欲しい時は『かして』って言おうね」

◆ 体罰　( たたく、ける、つねる　など )　　    ◆ おどす　 「言うことをきかないとお注射をするよ」
◆ 責める、否定　「あなたは悪い子ね」　　　　◆ 感情まかせに怒鳴る　　　　　　　　　　　など

やってはいけないこと

　子どもの気をひくには、視界に入るようにして声をかけてあげるのが効果的です。そして、注意が守
れた時には、しっかりほめてあげましょう。ほめられることで子どもは自分のことが好きになり、心の
安定にもつながります。声かけのちょっとした工夫で、育児が今より楽しくなると良いですね。

【問い合わせ】 健康増進課　☎：48-0221
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不
動
産
鑑
定
士
が
、
不
動
産
の

価
格
な
ど
の
相
談
に
無
料
で
お
応

え
し
ま
す
。

【
日
時
・
会
場
】

水
戸
会
場　

10
月
6
日
（
月
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
２
５

　

茨
城
県
開
発
公
社

　
　
　
　

１
階　

１
‐
E
会
議
室

土
浦
会
場　

10
月
7
日
（
火
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

　

土
浦
市
東
真
鍋
町
２
‐
６

　

土
浦
市
民
会
館　

第
２
会
議
室

【
申
込
方
法
】
当
日
会
場
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
一
般
社
団
法
人

茨
城
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
０
２
９
‐
２
４
６
‐
１
２
２
２

茨
城
県
行
政
書
士
会
「
面
談
に

よ
る
無
料
相
談
会
」
及
び
「
相

続
・
遺
言
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
」

　

借
金
、
土
地
・
建
物
、
相
続
、

裁
判
、
会
社
等
に
関
す
る
ご
相
談

お
よ
び
こ
れ
に
関
連
す
る
登
記
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
4
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
ま
で

【
会
場
】

石
岡
会
場　

石
岡
市
役
所

石
岡
市
石
岡
１
丁
目
１
番
地
１

☎
２
３
‐
１
１
１
１

水
戸
会
場　

茨
城
司
法
書
士
会
館

水
戸
市
五
軒
町
１
丁
目
３
番
16
号

☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
０
１
１
１

【
料
金
】
無
料

※
事
前
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。　

※
当
日
会
場
に
来
ら
れ
な
い
方
の

た
め
に
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
電
話
相
談
】

茨
城
司
法
書
士
会

☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
０
１
１
１

◆
「
面
談
に
よ
る
無
料
相
談
会
」

　

遺
言
、
相
続
、
各
種
許
認
可
等

の
行
政
手
続
き
相
談
な
ど
、
暮
ら

し
と
役
所
の
諸
手
続
き
に
関
す
る

相
談
に
直
接
お
答
え
し
ま
す
。

【
日
時
・
会
場
】

小
美
玉
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

　

10
月
21
日
（
火
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

石
岡
市
民
会
館

　

10
月
18
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆「
相
続
・
遺
言
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
」

　

行
政
書
士
が
、
遺
言
書
作
成
の

仕
組
み
を
説
明
し
た
う
え
で
、
具

体
的
な
遺
言
書
の
書
き
方
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。

【
日
時
】

10
月
2
日
㈭
午
後
４
時
〜
午
後
５
時

10
月
3
日
㈮
午
後
４
時
〜
午
後
５
時

10
月
４
日
㈯
午
後
４
時
〜
午
後
５
時

【
会
場
】
イ
オ
ン
モ
ー
ル
水
戸
内

原
２
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
Ｂ

◆
「
電
話
に
よ
る
無
料
相
談
会
」

【
日
時
】

毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

☎
０
２
９
‐
３
０
５
‐
３
７
３
１

【
問
い
合
わ
せ
】

茨
城
県
行
政
書
士
会
事
務
局

☎
０
２
９
‐
３
０
５
‐
３
７
３
１

【
日
時
】

10
月
12
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら

【
会
場
】
潮
来
ホ
テ
ル

【
必
要
書
類
】
船
舶
免
許
コ
ピ
ー

（
１
枚
）・
写
真
（
タ
テ
4.5
ｃ
ｍ
×

ヨ
コ
3.5
ｃ
ｍ
）
２
枚
・
住
民
票
（
本

籍
地
記
載
の
あ
る
も
の
）
１
枚

【
料
金
】

○
更
新
１
１
，
０
０
０
円

○
失
効
１
６
，
０
０
０
円

【
申
込
方
法
】
必
要
書
類
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】
９
月
28
日
（
日
）

【
問
い
合
わ
せ
】

水
郷
ボ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

☎
０
２
９
９
‐
６
３
‐
１
２
３
１

実　施　場　所 実施している課

小美玉市役所本庁 市民課、医療保険課、会計課、税務課 ( 税に関する証明 )、収納対策課 ( 納付書再発行 )

小川総合支所 総合窓口課
( 戸籍関係、住民票関係、印鑑登録、印鑑証明、税の証明、納付書再発行、国民健康保険関係、
医療福祉関係 ( マル福 )、後期高齢者医療関係、市税等の収納 )玉里総合支所

※他市町村や関係機関への照会、確認が必要な場合は、即日対応できない場合もあります。あらかじめご了承ください。
※ご不明な点については、事前に担当課へお問い合わせください。

１０月の窓口業務延長日は１、８、１５、２２、２９日（毎週水曜日）です。　１９：００まで

平成 26年１０月平成 26年１０月の窓口業務延長日の窓口業務延長日

第
６
回
霞
ヶ
浦
検
定

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る無

料
相
談

船
舶
免
許
更
新
失
効
講
習
会

難
病
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４

開
催
！

「
法
の
日
」
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談

　

霞
ヶ
浦
博
士
を
目
指
し
ま
せ
ん

か
。
成
績
優
秀
者
に
は
副
賞
を
贈

呈
！
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
水
質
、

な
ど
幅
広
く
出
題
。
２
級
ま
で
は

三
択
問
題
、
過
去
問
題
集
あ
り
。

【
日
時
・
検
定
料
】
11
月
9
日
（
日
）

ジ
ュ
ニ
ア
級
…
小
学
生
ま
で

　

午
前
10
時
〜
午
前
10
時
30
分

　

検
定
料
５
０
０
円

３
級
…
ど
な
た
で
も

　

午
前
10
時
50
分
〜
午
前
11
時
40
分

　

検
定
料
１
，
０
０
０
円

２
級
…
３
級
認
定
者

　

午
前
10
時
50
分
〜
午
前
11
時
40
分

　

検
定
料
２
，
０
０
０
円

１
級
…
２
級
認
定
者

　

午
前
10
時
50
分
〜
午
前
11
時
40
分

　

検
定
料
３
，
０
０
０
円

【
会
場
】
茨
城
県
霞
ヶ
浦
環
境
科

学
セ
ン
タ
ー
（
土
浦
市
沖
宿
町
）

【
申
込
方
法
】

は
が
き
、封
書
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、メ
ー

ル
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
の
際
に
は
、
①
氏
名
②

年
齢
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤
受
験

す
る
級
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】
10
月
15
日
（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
】

（
一
社
）
霞
ヶ
浦
市
民
協
会

〒
３
０
０
‐
０
０
４
３

土
浦
市
中
央
２
‐
２
‐
16

土
浦
商
工
会
館
１
Ｆ

☎
０
２
９
‐
８
２
１
‐
０
５
５
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
‐
８
２
１
‐
６
２
０
９

メ
ー
ルkcajim

ukyoku@dream
.com

【
日
時
】
10
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

【
会
場
】
茨
城
県
総
合
福
祉
会
館

　
　
　
　
（
水
戸
市
千
波
町
）

【
料
金
】
無
料

【
内
容
】
講
演
「
新
た
な
難
病
対

策
に
つ
い
て
」
厚
生
労
働
省
、
患

者
体
験
発
表
（
筋
無
力
症
・
膠
原

病
）、
落
語
「
三
遊
亭
鳳
志
」、
医

療
相
談
コ
ー
ナ
ー

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
】

☎
０
２
９
‐
２
４
４
‐
４
５
３
５

茨
城
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

水
戸
市
千
波
町
１
９
１
８

茨
城
県
総
合
福
祉
会
館
４
階
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小
川
俳
句
会

　

友
逝
き
て
巡
る
一
年
鳳
仙
花

　

終
戦
日
生
死
の
境
を
の
り
越
え
て

　

孫
が
来
て
う
ち
わ
で
遊
ぶ
笑
顔
か
な

　

机
に
本
積
れ
し
ま
ゝ
の
残
暑
か
な

　

施
設
よ
り
帰
り
し
友
と
盆
に
会
う

河
原
井　

美　

代

田　

山　

一　

男

柏　

崎　

尚　

子

鈴　

木　

和　

代

國　

友　

信　

子

み
づ
う
み
俳
句
会

　

草
む
し
る
婆
々
と
な
り
得
て
地
に
屈
む

　

夏
相
撲
力
士
の
姿
た
く
ま
し
く

　

子
の
植
え
し
プ
ラ
ン
タ
ー
の
稲
花
ざ
か
り

　

一
人
居
の
侘
び
励
ま
さ
る
百
日
紅

　

新
涼
の
少
し
遠
出
の
散
歩
道

笹　

目　
　
　

徹

内　

田　

と　

み

長　

島　

久
美
子

茅　

場　

久　

子

榎　

本　

喜
代
子

み
の
り
俳
句
会

　

蝶
と
い
ふ
自
由
や
花
は
い
づ
く
に
も

　

紫
陽
花
の
丘
に
座
す
場
所
あ
り
に
け
り

　

幼
子
に
つ
い
て
く
る
影
若
葉
風

　

ど
っ
し
り
と
動
ぜ
ぬ
構
え
夏
の
山

　

人
込
み
の
色
と
り
ど
り
の
梅
雨
の
傘

斉　

藤　
　
　

寛

坂　
　
　

光　

子

佐　

藤　

清　

子

島　

田　

草　

心

白
根
澤　

清　

香

村　

田　

妙　

子

岡　

島　
　
　

進

塚　

田　

忠　

男

井　

坂　

あ　

さ

木　

村　

小
夜
子

欅
の
会

　

遠
雷
や
来
そ
う
で
来
な
い
反
抗
期

　

豆
胡
瓜
の
籠か
ご

に
山
盛
り
朝
の
凪

　

も
て
な
し
の
青
き
鮎
菓
子
風
凉
し

　

梅
ぼ
し
は
い
つ
も
真
ん
中
八
月
来

　

風
い
な
せ
祭
女
の
帯
キ
ュ
ッ
キ
ュ

く
る
み
俳
句
会

　

児
の
去
り
て
風
の
過
ぎ
ゆ
く
夏
座
敷

　

手
花
火
の
影
に
揺
れ
居
る
親
子
か
な

　

荒
磯
や
岩
に
押
し
寄
す
土
用
波

　

白
き
水
組
ん
ず
解
ぐ
れ
ず
滝
流
る

　

山
並
に
雲
の
影
あ
り
夏
燕

信　

田　

菊　

江

杉　

山　

照　

子

福　

島　

邦　

誉

堀　

内　

い
づ
み

松　

崎　

淑　

子

斉　

藤　

富　

子

大　

石　

康　

子

中　

里　

和　

江

鶴　

町　

文　

男

長
谷
川　

光　

男

玉
里
俳
句
会

　

雨
と
な
り
室
内
に
て
の
夏
ま
つ
り

　

明
日
知
れ
ぬ
命
も
混
じ
る
蝉
時
雨

　

甚
平
に
官
兵
衛
気
分
夫
の
盃は

い

　

青
時
雨
光
射
し
来
も
道
半
ば

　

少
年
の
よ
う
な
と
き
め
き
西
瓜
切
る

小
川
短
歌
会

　

手
術
后
の
視
力
一
・
六
と
な
り
顔
の
染
み
皺
あ
か
ら
さ
ま
な
る

　

ゆ
く
り
な
く
東
京
ド
ー
ム
の
三
倍
の
植
物
園
め
ぐ
る
若
葉
ま
ぶ
し
く

　

久
慈
の
山
の
若
葉
の
中
に
分
け
入
れ
ば
目
映
い
ほ
ど
に
山やま
ぼ
う
し
法
師
咲
く

　

湖う
み

の
面も

を
む
か
う
岸
ま
で
一
直
線
に
夕
陽
の
照
り
て
金
色
の
帯

　

荒
草
の
繁
み
に
咲
け
る
紫
の
小
さ
き
花
も
天
張
り
草
と
ふ

幡　

谷　

啓　

子

八　

木　
　
　

操

宮　

本　

長　

治

石　

田　

は
る
江

根　

本　

智
恵
子

美
野
里
短
歌
ク
ラ
ブ

　

高
校
生
二
百
五
十
の
携
帯
が
海
の
底
か
ら
聴
こ
え
る
ご
と
し

　

調
教
の
声
の
ひ
び
き
て
み
ど
り
濃
き
馬
場
を
走
れ
る
馬
た
く
ま
し
き

　

朝
夕
に
し
げ
り
し
庭
の
草
を
抜
き
日
焼
け
し
夫つ
ま

は
疲
れ
て
眠
る

　

新
緑
の
匂
う
筑
波
路
登
り
来
て
線
香
作
る
水
車
廻
れ
り

　

旧
姓
に
と
も
に
呼
び
つ
つ
話
し
合
う
老
い
を
忘
れ
て
い
る
同
窓
会

遠　

藤　

黎　

子

正　

木　

敦　

子

山　

口　

か
ほ
る

鶴　

町　

俊　

子

野　

口　

初　

江

玉
里
短
歌
会

　

白
鷺
の
姿
を
か
く
す
程
伸
び
し
稲
田
の
緑
ゆ
る
り
と
み
や
る

　

半
身
に
麻
痺
あ
る
夫
の
爪
切
り
し
プ
チ
ン
プ
チ
ン
の
音
な
つ
か
し
む

　

末
の
子
の
嫁
ぎ
て
三
月
家
広
く
な
り
ぬ
と
ひ
と
り
暮
ら
す
わ
が
姉

　
「
時
間
で
す
よ
」
声
か
か
る
ま
で
一
日
を
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
友
と
遊
び
ぬ

　

風
の
声
聞
く
ご
と
耳
を
立
て
い
た
る
蓮
の
巻
葉
の
そ
っ
と
開
き
ぬ

寄
稿

　

浦
川
で
や
ま
べ
手
づ
か
み
水
遊
び
幼
少
の
児
今
や
八や

そ

ろ

く

十
六

　

夏
風
の
涼
し
き
庭
に
ひ
ら
ひ
ら
と
白
き
チ
ョ
ウ
の
舞
い
と
ぶ
を
見
る

　

落
花
生
ア
イ
デ
ィ
ア
出
し
て
蒔
く
も
の
の
良
く
出
揃
い
て
胸
撫
で
お
ろ
す

　

あ
れ
を
見
よ
垂
直
旋
回
自
衛
隊
機
日
本
を
守
る
名
パ
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携帯電話から市政情報がご覧になれます。
http://www.city.omitama.lg.jp/m/

次回広報おみたま１０月号の発行日は１０月１６日（木）です。

 　 0299-48-1111　内線 1212
編集・発行 小美玉市役所秘書広聴課

この広報紙は、環境に優しい大豆インキで印刷しています。
20平成 26年 9月 11日　広報おみたま

 そ・ら・らでは地元のおいしい「食」の提供とともに、楽しいイベントも行
われています。新しい情報をそ・ら・らホームページで更新していますので
ぜひご覧ください。 

URL：http://sol-la-la.city.omitama.lg.jp/ 
TEL：0299-56-5677（ウェルカムセンター） 

ちんどんバンドとおみたんちんどんバンドとおみたん 小川太鼓によるパフォーマンス小川太鼓によるパフォーマンス
ヨーグルト試飲ヨーグルト試飲

きまったー！！

きまったー！！

テープカットのようすテープカットのようす

いらっしゃいませ～いらっしゃいませ～

上棟式上棟式

７月３１日７月３１日 

オープンから１カ月足らずで１０万人突破！！オープンから１カ月足らずで１０万人突破！！

★

こっちにちょうだいっ！

こっちにちょうだいっ！


